
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （山梨県） 

補充問題  塾技 59 血液の循環 

 
1 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 問題 

（神奈川県） 

3 問題 

（愛知県 A） 



  

 

 

     

1 タンパク質が消化されるとアミノ酸ができる。「塾技 58  」より，アミノ酸などの養分は血液にと

けて全身の細胞に運ばれ，生活に必要なエネルギーをとり出すはたらきである細胞呼吸に使われる。

アミノ酸は細胞呼吸によって，水，二酸化炭素，アンモニアに分解され，このうち窒素をふくむ有

害なアンモニアは，肝臓（器官 Y）で無毒の尿素につくりかえられる。 

 アンモニア 

 

2 器官 Yは肝臓なので，最も適当な記号はアとわかる。 

 ア 

 

3（1）「塾技 59  」のじん臓のつくりとはたらきより，Aは心臓にもどる血液の通り道である静脈，B

は心臓から送られた血液の通り道である動脈，Cは輸尿管とわかる。 

 A：イ，B：ア，C：ウ 

（2）尿素はじん臓でこし取られ，尿として排出されるため，じん臓に入る D の中の液体の方が，じ

ん臓から出る Eの中の液体よりも尿素の割合は大きい。よって，最も適当な記号はアとわかる。 

 記号：ア 

 理由：じん臓で液体中の尿素がこし取られるため 

 
 

     

管 Aはじん動脈で，心臓から送り出されてじん臓に入る前の血液が流れる。一方，管 Bはじん静脈で，

じん臓を通過後，心臓にもどる血液が流れる。 

1．管 Aを流れるブドウ糖は，一度ろ過されるが，原尿からすべて再吸収される。そのため，管 Bを流

れるブドウ糖は，管 Aから流れてきたものであり，1は不適切である。 

2．管 A を流れる液体中の尿素は，じん臓でろ過後，一部再吸収される。表の 0.01%は，再吸収された

尿素である。そのため，尿素はすべて尿中には移動しないので，2は不適切である。 

3．適切である。 

4．物質 Xは 10倍以上高くなっていないので不適切である。 

 3 

 
 

     

アンモニアは肝臓で尿素に変えられて，e →c → 右心房 → 右心室 → a → 肺 → 左心房 → 左心室

→ b → d → iと移動したあと，じん臓でこし取られ，尿として排出される。よって最も適当な符号は

オとわかる。 

 オ 

塾技 59  補充問題 解答・解説 
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